
Arlet

つなぐ、つかむ、動かす

NexaScience



AIを使うほど、人は忙しくなる

部長級以上の1週間（米国の就業者  5,875 人の調査）

AI で浮いたはずの時間 週9時間

AI出力を確かめる時間 週6時間

浮いたはずの時間の3分の2

担当者も、浮いた 4時間のうち 3時間を直して確かめている

[SHRM, 2026]



確かめる側に、負荷が集まる

部下たちの
AI の成果物

確かめる上司

部下たちの AI成果物に誤りがある

約28%
部下たちが中身を分かっていない

約24%
部下が AI をよく使う上司（日本の上司 906人）

[パーソル総合研究所 , 2026]



増え続ける情報を、速く確か な判断へ

顧客情報

会議

企画書

社内データ AIが集約 動画で把握 その場で実行

各サービスへ反映

たとえば、
新規事業開発部の従業員

たとえば、
部課長や役員など、組織全体の検討者



触れる動画が業務の起点に

たとえば、

部下から共有された

動画を

Arletアプリで確認。

ここのコメントを

修正したいので、

タップして、

動画の画面から

直接修正。



1人ができる業務が

広がると …

Arlet と築く未来



新たな

アイデア
がみえてくる

ぜひブースまで！

Arlet と築く未来
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